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 美術館では,美 術作 品の収集はもちろんのことである

が,作 品研究や展覧会準備のためには,文 献資料 もまた,

な くてはな らない ものである。 しか し,か つては美術作

品に比べて,作 品関連の資料や研究文献 を収集.整 理す

る事 は,長 い間重要 とされてこなか った1)。 また資料 を

専 門に扱 う担当者(司書)も いなかった というのが実状で

あろう。

 近年は,美 術情報 を提供する場 としての美術館 の活動

が注 目されてきている。文献資料 については,東 京都美

術館や横浜美術館 の美術図書室,あ るいは名古屋 の愛知

芸術文化センターのアー ト・ライブラリーの ように,設

立当初か ら一般公 開の美術図書館 として,芸 術.美 術 に

関する文献や情報を広 く利用者 に提供すべ く体制が整 え

られたところはまだ少 ない。 しか し,『専門情報機関総

覧 1994』(専 門図書館協議会)や 『ライブラリーデータ
'93』(教 育書籍)な どのダイ レク トリーに よれば

,利 用

やサー ビスの内容 を限定 した形で,外 部の利用者 を受け

入れ始めた美術館,博 物館 の図書室 も徐 々に増えている。

ほとん どのそ うした美術図書館が分類 に使 っているのは,

NDC(日 本十進分類法)で あるだろう。[東 京都美術館 の

美術図書室 は1976年 の開室当初か ら独 自分類を使用 して

いたが,1995年 に開館予定の東京都現代美術館 に移管す

るにあた り,分 類法 は,美 術 については部分的に独 自の

分類番号 を設けるが,基 本的 にはNDC新 訂8版 に準 ず

ることが決 まっている。]

 NDCは 日本の標準分類法 である。 その普 及率 は,公

共図書館99%,大 学図書館75%,短 大 ・高専 図書館99%

(1981年 日本 図書館 協 会),専 門図 書館64%(1987年

専門図書館協議会)で あ り,「少な くとも日本 で刊行 され

たすべ ての図書 を網羅する全国書誌 を適正に分類するこ

とが,標 準分類 表の責務」2)と考 えられている。 日本 図

書館協 会分類委員会 は,現 行のNDC第8版 を改訂 し,

第9版 の基本案の とりまとめ を検討 している。 この改訂

に際 し, NDCの 論理構造への批判や,実 際の出版物の

動 向に即 した項 目の展 開の在 り方や新 しい分類番号 の新

設 を求める声等, NDCに ついて さまざまな議論がだ さ

れ,7類 つま り芸術 の部 に関 しても,改 訂の試案や問題

点 の指摘 がな され ている3)。 コ ンピュー タによる書誌

データベース時代 を迎 えて,ま す ます主題検索 の標 準

ツール として,そ の論理的構造性 が重要視 されてい る
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NDCで あるが,反 面 あま りに大規模 な改訂 は,そ の普

及率の高 さか らして も,す で にNDCを 導入 している現

場での混乱 を起 こ しかねないとい う二律背反を負 ってい

る。従 って,日 本図書館協会分類委員会 としては,論 理

構造の改善のために,現 実 に使用 されている分類記号 を

大幅に訂正する ような変更は極力 回避す る方針 である4)。

所蔵資料の主題分野と分類法

 自館の学芸員 だけでな く,各 層 の一般的な利用者に奉

仕することを主 たる目的 としている一般公開の美術 図書

館 に とって,そ の蔵書の主題分野が 自館の所蔵作品関連

の資料 に限 らず広範囲にわたる ことはい うまで もない。

そ うした図書館が,標 準分類法であるNDCを 採用す る

のは不思議なことではない。従って,前 述のようにこれ

か らも美術 の部 門にお けるNDCの 問題点が討議 され,

改 訂 を重ねる ことによ り, NDCが 美術資料 を分類す る

にあたって,よ り実用的な分類法 となるこ とを心か ら期

待 したい。

 ところで専 門図書館 と呼ばれる,企 業や研究所の中に

ある図書室や資料室では,そ れぞれの機 関の目的に応 じ

て,そ の蔵書の主題分野が限定 されている。 ブリヂス ト

ン美術館の図書室の例 を上げれば,蔵 書構築のあ りかた

は,か な り片寄 りがあるといえる。基本的には所蔵作品

関連の資料が優先的に収集の対象 となるので,印 象派,

後期印象派を中心 とした19世紀 ～20世紀前半の西洋の近

代美術 と作家 に関する文献が蔵書 コレクシ ョンの基幹で

ある。また展覧会 カタログをはじめ として,「灰色文献」

と呼ばれる,各 美術館.博 物館や美術大学 などの関連機

関が発行す るさまざまな刊行物や,オ ークション ・カタ

ログな どの,流 通 ルー トにのらず,一 般 にはその存在 さ

え知 られてい ない文献が多 く収集 されている。つま り,

こうした限定的な主題分野の資料 と,発 行部数が少 なく,

配布先が限定 されている灰色文献(従 って必ず しも全国

書誌 には載 らない)を 主に扱 う図書館 に とって,標 準 的

な分類法 は蔵書の性格 を反映 しているとはいい難 く,少

なくとも自館に合 わせた改変 は必要 となる。NDCが 「総

合分類表であ り,多 数の部 門分類表を系統的に組織 した

統一的総合体」 であ り,「部門の配分は平均化 されてい

てAとBに 軽重がない」 ため, 「NDCの 部 門分類表 を専

門分類表 として使 うためには,何 らかの改変が なされな

ければならない」5)のである。

 ブ リヂス トン美術館がNDCを 離れて,独 自の分類法

に切 り替 える こ とになっ たの は,標 準分 類 法で あ る

NDCが ブリヂス トン美術館の蔵書の個性 のあ り方 にう

ま く適合 しているとはいい難い ということが,最 大の理



由であるが,ま たここで求められている分類は,書 誌分

類ではな く,あ くまで も書架分類であるとい うことが大

きい。

 書架分類 とは,資 料その ものを書架上で主題分野別 に

分類 して配架する(書架 に並べ る)方法であ る。資料の並

べ方 としては,こ の他 に資料 の形態別に配架する方法や,

受入順に配架する方法がある。 しか し,形 態別や受入順

で並べる と,利 用者 はどこに必要 な資料があるかを探す

ため には必ず カー ドや冊子体,あ るいはコンピュータに

よる目録の検索 によって,資 料がある場所 を確認 しなけ

ればならない。例えばカー ド目録であれば,現 物 の資料

の代わ りに書誌情報 を記入 したカー ドが,著 者名や書名

や資料の内容の主題別 などと体系的に並べ られてお り,

それ らを検索す ることで,自 分 に必要な資料のあ りか を

確認する という手順 を踏む。

 書誌分類 とは,書 架上の図書 の配列 とは関係 な く,書

誌 を体系的に分類 して配列するための ものである。必ず

しも自館 だけの蔵書 を対象 としているわけではな く,主

題分析の深度 を深め,主 題の数 に応 じて項 目を細分化 し,

分類 を詳細 に展開することで,主 題書誌 を構成するすべ

ての主題文献 に対応 しようとす るものである。それに対

して,書 架分類では,あ くまで も自館の蔵書が対象 とな

る。分類することによって,書 架上 に資料が体系的に並

べ られ,同 一の,あ るいは類似 の主題が書架上に隣接す

ることになるので,利 用者は,自 分が求める主題分野の

資料が並ぶ書架で,直 接資料を手 に取って,必 要なもの

を選ぶ ことがで きるのである。また,求 める主題分野 は

決 まっていても,求 める資料 自体がはっ きり決 まってい

ない場合, browseす る,つ ま りその主題分野の書架の

ところを歩 きなが ら資料 を拾 い読み してい くことによっ

て,求 める資料 自体 を決めることがで きる。

 ブリヂス トン美術館で は,目 録 を検索す る事 によって

図書館員が資料の出納 をお こなうのではな く,学 芸員が

直接書架に行 き,求 める資料 を調べている。従 って,配

架 されている資料は,そ の体系が分か りやす く,そ して

同一の,あ るいは類似の主題が まとまって並べ られてい

る書架分類 の方 が便利 である と考えた。 NDCも もちろ

ん書架分類 としての側面 を持つ ものであるが,そ の体系

のあ り方や主題の設定のあ り方が,ブ リヂス トン美術館

での利用者の アプローチの仕方 と一致 している とはいい

難いのである。以下 にその具体的な問題点 を述べ たい。

ブ リヂス トン美術館 におけるNDC使 用時の

分類上の問題点

 1.外 国の作家の伝記,研 究評論及び作品集について

   (NDC新 訂8版 の712,723,732,740.2)

 NDCに おいては,外 国の作 家の伝記や研究評論,作

品集 な どは,ま ずそれぞれの作品の形式(絵画,彫 刻,

版画等)に よって分け られ,そ の地理 区分 のもとに収め

られる。 しか し,ブ リヂス トン美術館が所蔵 している作

品の作家は,シ ャガールやマティス,ピ カソをは じめと

して,絵 画だけでな く版画や彫刻,さ らには陶器 さえも

制作 している作家が少 な くない。例 えば,ド ガの彫刻の

作 品集 を彫刻の もとに収め るのか,あ るいは ドガを画家

であるとして洋画のフランスの項 目に収めるのかは,注

記が ないのではっきりしない。 もし,そ れぞれの作 品の

形式 のもとに分 けられるべ きであるとするならば,で は,

例 えば画家であ り,ま た銅版画家,石 版 画家 として もす

ぐれていたシャガールの版画集が,シ ャガールの絵画集

やその他の文献 と切 り離 されることが良いことであると

は書架分類による配架においては考 え難い。

 しかも,NDCで は7類(芸 術.美 術)の この項 目の場合,

地理 区分 とは国籍である。作品が成立 した地域やあるい

は流派 によって区分 されるのであれば ともか く,国 籍で

区分す ることは,積 極 的な意味がないばか りか,時 に困

難を伴 う。特 に20世紀 になると亡命 した作家や,活 躍の

場が生地 とは異 なる作家がかな り現われるからである。

また国籍は生地 とも同一ではない。従って,ど この国籍

をもっているか を調べ なければならないが,そ の国籍 と,

利用者つ まり学芸員が,あ る作家 について抱いている地

域 のイメージとは必ず しも一致 しないので,図 書 を探す

時には,い ちいちその国籍 を確認す る必要がでて くる。

 また,資 料の並び方からいえば個々の作家 に関する文

献 は,そ の国における作品のジャンルの美術史 という,

異なる主題内容の文献 と書架上 で混 ざり合 うことになっ

て しまう。

 2.芸 術史.美 術 史について(NDC新 訂8版 の702)

 NDCで は,芸 術 史.美 術 史においてひ とつの項 目の

中に,様 式,時 代,地 理区分が混在 してお り,分 類の際

にそのいずれを優先 させ るべ きかとい う順位が曖昧であ

る。 まず 日本芸術史 ・美術史,東 洋芸術史.美 術 史,西

洋芸術史.美 術史 と,大 きく3つ の地域 の様式に大別 さ

れているのだが,番 号 としてはその上に時代区分があ り,

そこに個 々の時代 の様式が列挙 されている。 しか もそれ

はロマネスクやルネサンス,バ ロックのように西洋芸術

史.美 術 史の中の個 々の様式 である。番号が上であるの
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で,時 代 区分が優先 されていると見なさざるを得 ないが,

す ると西洋美術 の通史は個 々の時代 の様式の下に くると

い う論理 的矛盾が起 こっている。 また西洋芸術 史.美 術

史の下には各地域 での様式が展開 されてい るが,様 式,

時代,地 域の中の どれを分類 の際 に優先 させるべ きか と

いう明確 な指示がないために,同 じ様 な資料 をある時 に

は時代 で分類 し,ま た別の時には地域 の下 に収めるとい

うことが起 こ りかねない。

 また, NDCは 標準分類法 であるので,美 術史におい

ては19世紀 と20世紀 の美術は同 じひとつの項 目(702.06)

になっている。 また,洋 画史(723)に おいても,近 世(ル

ネサ ンスか ら印象主義 まで,723.05)と20世 紀(723.06)

とい うふたつの項 目しか ない0ブ リヂス トン美術館の蔵

書構成では,所 蔵作 品関連の資料が中心 となるため,当

然の ことなが ら印象主義やポス ト印象主義,バ ル ビゾン

派,ナ ビ派,フ ォーヴィスム,キ ュビスムといった主題

の図書が非常 に多い。従 って19世 紀,20世 紀の ところは

様式や美術運動や画派 といった特定の主題 での項目を細

分化する必要があった。

 3.材 料 ・技法 について(NDC新 訂8版 の711,724,

   731, 742, 743, 744, 752.3, 756.1)

 NDCで は,材 料 ・技法 は彫刻や絵画 など,そ れぞれ

の作品の形式の下に分 けられている。 また,修 復 や保存

に関しては,彫 刻 と絵画 は材料 ・技法の下 にあるが,版

画や工芸にはその項 目 も無い。

 美術館では,作 品制作のための技法研究 としてではな

く,む しろ美術作品の修復や保存のために材料 ・技法 に

関す る文献 を必要 とするのではないだろ うか。修復.保

存 の専門書は,日 本ではまだ余 り多 く出版 されていない

が,ブ リヂス トン美術館では海外で出版 された文献 を購

入 している。その様 な専 門書では,い ろいろな作品の形

式や材料にまたがっての修復 ・保存技術 が述べ られてい

ることが多い。従って,そ れぞれの作品の形式の下では

な く,上 位概念 として修復 ・保存の項 目が必要 となる。

また,最 近はX線 や赤外線 などを使 っての古文化財 や美

術作品の科学的調査 も始 まっている。そ うした資料 は美

術館や博物館で はこれから増えてい くのではないだろう

か。

 4.そ の他

 ブ リヂ ス トン美術 館 の所 蔵作 品 は,林 忠 正 コ レク シ ョ

ン,松 方 コ レ ク シ ョ ン,福 島 コ レ クシ ョ ン, Hansenコ

レク シ ョ ンな どの 蒐 集家 の コ レク シ ョンを背 景 と して い

る。 作 品 の来 歴 な どを調 査.研 究 す る時 に は,こ う した

コ レ ク シ ョ ンや コ レク ター に関す る資料 を調 べ る こ とに
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な る。 また,蒐 集 家 が集 め た美 術 作 品 の コ レ ク シ ョン は,

必 ず し も現 在 ど こか の美 術 館 や博 物 館 に所 蔵 され て い る

とは限 らな い。 林 忠正 の コ レク シ ョンの よう に,す で に

散 逸 して し まっ た コ レ ク シ ョ ン もあ る 。 NDCに は美 術

商 や 画 商 とい う項 目は あ るが,コ レ ク ター,パ トロ ン,

コ レク シ ョ ンにつ い て の項 目が な い。 これ は ブ リヂ ス ト

ン美 術 館 に とって は新 設 した い項 目で あ っ た。

 NDCに お い て は,絵 画 材 料.技 法 の 項 目で,題 材 別

画法 の分 類 が詳 細 に展 開 さ れ て い る(724)。 しか し,イ

コノ ロ ジー や イ コ ノ グラ フ ィー とい った 主題 を入 れ る項

目が ない 。 ブ リヂ ス トン美 術館 に とって は,作 品 の テ ー

マ やモ テ ィー フ は,絵 画 材 料.技 法 と して で は な く,む

しろ作 品研 究 の 項 目 と して必 要 で あ る。 尚, NDCは 基

本 的 に はデ ュ ー イ十 進分 類 法(DDC)に な らっ て構 成 され

て い るが,そ のDDCに は,704.9に イ コノ グ ラ フ ィー と

い う項 目が 設 け られ て お り,作 品 の主 題 別 に細 分 化 され

て い る6)。

 NDCに は,9類(文 学)に お い て は 英 米 文 学 に文 学 者

とい う項 目が あ る(930.2)の だ が,7類 で は美 術 評 論 家

や美 術 研 究 者 につ い て の項 目が な い。

 DDCで は 建 築 は 芸 術 の 部 門 に収 め られ て い る が,

NDCに お い て は,建 築 は建 設 工学 とと も に,5類(技 術)

の 項 目の 下 に位 置 づ け られ て い る(520)。 ブ リヂ ス トン

美術 館 と して は建 築 は芸 術 の 部 門 に収 め た い。

 簡単ではあるが,以 上が ブリヂス トン美術館 において

NDCを 使用す る場合 の分類上 の問題点 である。 それで

は,以 下 にブ リヂス トン美術館の分類法の各項 目につい

て説 明 したい。

ブリヂス トン美術館分類法

総記 について

・書誌や年表,名 簿な どは原則 として,そ の出版形式 に

よって03の各項 目に分類す るが,事 典や辞典の中で,

特定の主題 を扱 っているものについては,そ の主題 の

ところに収め,ラ ベルにR(参 考 図書)の マークを入れ

 る。

・逐次刊行物のうち,年 鑑 は05とす る。雑誌 は,タ イ ト

ルごとに,雑 誌 リス トによる管理 とす る。

・美術館,博 物館,美 術 団体,学 会等の団体が発行する

刊行物は06に 収め,図 書記号部分 は著者記号で はな く,

美術館,博 物館(M・G.D)コ ー ド,大 学(U)コ ー ド,

美術団体(A)コ ー ド,学 会やその他の団体(S)コ ー ド

を用 いる。ただ し館報,年 報,紀 要類は雑誌 と同 じ扱

い とす る。



・所蔵品目録は06 .8に収める。

・ある特定の美術館や博物館が所蔵する作品のみを集め

た展覧会 のカタログは,そ の所蔵館 の所蔵品 目録 とし

 て,06.8に 収める。

・コレクシ ョン展の展覧会カ タログは,そ の コレクシ ョ

 ンを所蔵 している美術館 ・博物館の ところに所蔵 品目

録 として収 める。ただ し,美 術館や博物館の所蔵でな

 い ものは,62の コレクシ ョンの ところに収め る。

・展覧会 カタログは,06.9に 収める。ただ し,特 定の作

家の展覧会の ものは作家の下に,ま た展覧会の主題が

はっ きり特定 されているもの については,図 書 として

それぞれの主題 の下 に収 める。

・美術全集の うち,各 作家で個別になるものは,単 一の

図書 として処理 し,そ れぞれの作家研究の下に収める。

芸術-美 術一般

・NDCで は701(芸 術理論.美 学)と704(論 文 ・講演集.

美術評論 雑著)に 分かれていた ものを,ひ とつ にま

 とめ る。

・美術研究者,美 術評論家の項 目を新設 し,そ の著作全

集 と美術研究者や美術評論家に関する伝記や研 究評論

はここに収 める。ただ し作家に関す る評論や,作 家 の

書 いた随筆 などは,そ れぞれの作家研 究の下 に収める。

・美術以外の音楽や演劇等 もここに収める。

美術史

・世界美術史の ように,特 定の時代,地 域に限定 されな

い ものは20に収め る。西洋の各地域の通史,時 代 をこ

えた もの,諸 時代 にまたが るもの も20に収め,地 理区

分表による記号 を後 に続けて地理区分する。

・西洋美術の各時代 で特定 されている ものは21～26ま で

に収める。

・西洋 と日本以外の地域の美術史 については,28に 収め

地理区分す るが,時 代では区分 しない。

・日本美術史は29に 収め る。

・西洋美術史の19世 紀 と20世紀 においては,彫 刻や版画

 とい った作品の形式 よ りも,様 式や美術運動,画 派 な

 どの特定の主題が優先 し,例 えば未来派の絵画 と版画

 は同じ26.05に 収める。

作家

・作家 は地理 区分 しない。 またそれぞれの作品の形式 で

も分 けない。

・一冊の図書 の中に作家が複数ある場合は,5名 までで

あれ ば,1.ブ リヂ ス トン美術館 の所 蔵作 品 の作家

 2.書 名に最初 に出て くる作家 3.書 名に作家名が出

ない場合 は主に主題 となっている作家 の順で作家 を

決定 し,そ の作家の下 に収める。 また,1の 作家が複

数の場合 は2,3の 順で作家 を決定する。その他 の作

家 は,件 名 に作家名 を出 し,検 索の時にアクセスでき

るようにする。

・一冊の図書 の中で作家が6名 以上の場合は30の 項 目に

収 める0

・資料 の種類 としては,図 書,展 覧会 カタログ,そ の作

家の単独の ものであれば所蔵品目録 も作家 の下 に収め

る。美術全集は作家 による分割が可能であれば,分 割

 して単行単位でそれぞれの作家の下に収める。

・図書記号部分は著者ではな く,作 家名 とする。同じ作

家記号 が2つ 以上 になった時 には,主 な作家1名 を残

 し,2番 目の作家 からは作家記号のす ぐ後に ファース

 トネームの ローマ字の頭文字 を付 してい くことによっ

 て個別化 させ る。

・補助記号 は以下の ようにする。

   ・図書 は受入順番号 を入れる。

   ・展覧会 カタログ,所 蔵品目録は,カ タログの発

    行年 を入れる。

作 品の 主題.モ テ ィー フ

・イ コノ ロジ ー や イ コノ グ ラ フ ィー に関 す る もの は40に

収 め る。

・複 数 の主 題 を扱 って い る もの は40に 収 め る 。

[こ の項 目 の細 分 化 に つ い て はDDC第20版 のIcon0gra-

phyの う ち704.9-704.949と753-758を 参考 に した 。]

材料.技 術.修 復.保 存

・ NDCで は,材 料 ・技法 は彫刻 や版 画な どのそれぞれ

の作品の形式の下に分け られているが,ブ リヂス トン

美術館 の分類法ではこれ らを分 けず,一 つの項目とす

 る。

・それぞれの作品の形式や素材 にまたがる技法 ・材料,

及 び特殊な技法.材 料 については,す べ て50に収 める。

・修復や保存 に関する もの は50に収める。また美術作 品

の梱包や輸送 に関する もの もここに収める。

.古 文化財や美術作品のX線 や赤外線 を使 っての科学 的

調査 は50に収め る。

・特定の作家の作品における技 法や科学的調査 について

は,そ れぞれの作家の下 に収める。

美術市場.展 覧会.サ ロン

・美術市場やオークション,価 格に関す るものは60に収

める。 また展覧会史やサロンに関す るもの も60に収め

るが,こ の場合 のサ ロンは展覧会を指す。個人のサロ
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 ンや パ トロ ン,コ レク ター に つ いて は62に 収 め る。

・万 国博 覧会 に関 す る資 料 は すべ て61に 収 め る
。

・コ レ ク ター
,美 術 商,パ トロ ンの 評伝 は62に 収 め る。

ま た彼 らが 収 集 した コ レ クシ ョン につ い て も ここ に収

め る。

・ただ し
,そ の コ レク シ ョンが美 術 館,博 物 館 の所 蔵 品

で あ り,美 術館 や博 物 館 と しての 所 蔵 品 目録 とな って

い る場 合 はそ れ ぞ れの 美術 館,博 物館 の所 蔵 品 目録 と

 して06.8に 収 め る。

・ブ リヂ ス トン美術 館 の 所 蔵作 品 に関係 す る松 方
,福 島,

林, Hansenの コ レク シ ョン とそ の 関 連 の 資 料 は す べ

て63に 収 める 。展 覧 会 の カ タ ロ グや 人物 の 評伝 もこれ

に含 まれ る。

になった。 こうした時代 では,個 人的 には分類 は,自 館

の蔵書 だけ を考 えた場合,主 題検索 のため というより,

資料 をどの ようにまとめて配架するか とい う書架分類 と

しての機能 を優先 させて良いのではないか と考 えている。

 しか し,汎 用性や,将 来の書誌情報の共有化 において,

書誌分類法 としてのNDCの 役 割 とい うこ とを考 えると,

NDCか ら完全 に離れ て しまうことには多少不安 があっ

た。 そこで,分 類番号 は独 自の ものを使用するが,書 誌

データのひ とつ として, NDCの 分類番号 も必ず付 ける

ことにした。ある意味では二重の手間ではあるが,最 初

の ところで述べ たように,ブ リヂス トン美術館で求めら

れているのが書架分類 であ るため,利 用者 にとっての利

便性 を考えた結果である。

美術 と他の主題 との関係

・美術 と他の主題 とを扱ったものはここに収める。

・細分化 は しない。必要がでて くれば検討する。

美術以外の主題

・美術以外の主題 はここに収め る。

・書誌,年 表,語 学辞典な どは,原 則 として出版形式に

よって03に収 めるが,語 学以外の辞典,事 典 について

は特定の主題 を扱 っているものは,そ れぞれの主題の

下に収め る。

地理区分表

・地理区分その ものはあ くまで も補助的に使用 される も

のであ る。

・西洋の地域 の地理区分 の順序はブリヂス トン美術館 の

蔵書 コレクシ ョンの構成上,使 用頻度の高 い地理順 と

 した。

 最後 に,こ の分類法 を作成するにあたっては,ミ ュン

ヘンの中央美術史研究所の分類法 を基に したといわれる,

国立西洋美術館の分類法 を参考 にさせていただいた。

 また図書館情報大学の黒岩高 明先生か ら,細 部にわた

るまでいろいろご教示 いただ き,国 立西洋美術館 の波多

野宏之氏,美 術 ドキュメンタリス トの中島理壽氏,東 京

国立近代美術館の水谷長志氏,国 立国会 図書館 図書館研

究所の柳与志夫氏 からも,貴 重 なご助言 をいただいた。

美術研究者の千速敏男氏か らは,資 料 として ミュンヘ ン

の中央美術史研究所 の分類記号一覧 と,千 速氏 による日

本語訳をいただいた。皆様 に心か らお礼 申し上げます。

       (なかむらせ つこ ブ リヂス トン美術館)

終わりに

 この分類法 は,あ くまで もブ リヂス トン美術館 の蔵書

構成 に合わせて作成 したものである。従 って,同 じ美術

館の図書室 であ って も,蔵 書コ レクションの性格が似て

いなければ,こ の分類法 を適用で きる とは考えていない。

これはあ くまで も独 自分類法であ ることを強調 したい。

 コンピュータの普及 により,書 誌情報 の検索は,カ ー

ドか らデータベースの時代へ と変化 してきた。現在大学

図書館や公 共図書館ではOPAC7)に より,利 用者が図書

館員の手 を経ることなく,直 接端末を使 って 目録の検索

をする ようになった。 OPACに よる検索では,カ ー ド目

録 による検索 と比べて,ア クセスポイン トが増 え,ま た

複数のアクセスポイン トから複合的な検索がで きるよう
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ブリヂス トン美術館図書資料分類表

00 総記

 .7  情報科学

01 図書館

02図 書.出 版

 .9 印 刷

03 書 誌.

.1

.2

.3

.4

.5

.6

.8

 辞典.便 覧.名 簿 など

書誌

年表

辞書

用語

名簿[ダ イレク トリ]

便覧

地図

*人 名録 を含む

05年 鑑

06 美 術館.博 物館.

.1

.2

.3

.4

.6

.8

.9

      美術団体.学 会等 団体

博物館行財政.法 令

博物館建築 ・設備

博物館職員

資料の収集.整 理

資料の展示.利 用.宣 伝

所蔵品 目録

展覧会カタログ

*保 存,修 復関連→50

07 研究.指 導法.芸 術教育

 .8  美術館教育

 .9  美術鑑賞法.美 術批評法

08 美術全集

09 芸術政策.文 化財

10芸 術.美 術 一 般

 .4 随筆.雑 著

 .8 論 文 ・講演 集. シ ンポ ジ ウム

11芸 術理論.美 学.評 論

13 芸術社会学

14 芸術心理学

16 美術研究者.美 術評論家
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      *美 術研 究者,評 論家 の著作全集 はここに収める

17音 楽

18 演劇.舞 踏.映 画

20美 術史

      *通 史,時 代 をこえた もの,諸 時代 にまたがるものはここに収める

      *地 域別の ものは,地 理区分表に よる記号を後 に続けて地理区分 をする

 .09 西洋 と東洋 の比較芸術史,相 互の芸術 的影響

      *シ ノワズ リ,オ リエ ンタリズム,ジ ャポニスムに関するものはここに収める

.1

.2

.3

.4

.5

・6

通史,時 代 を越 えた もの,諸 時代 にまたがるものの彫刻   *仏 像→42.2

〃

〃

〃

〃

〃

絵画.素 描

版画.ポ スター

写真

工芸

建築

21西 洋 の 先 史.原 始 時代.古 代 美 術:エ ジ プ ト

 ・1

 .2

 .5

 .6

メ ソ ポ タ ミ ア,エ ー ゲ,ギ リ シ ャ,ロ ー マ

〃

〃

〃

〃

の彫刻

の絵画

の工芸

の建築

22 西洋の中世美術

.1

.2

.5

.6

初 期 キ リス ト教,ロ マ ネ ス ク,ゴ シ ック,ビ ザ ンチ ン

       〃

〃

〃

〃

の彫刻

の絵画

の工芸

の建築

23西 洋 の15-16世 紀:ル ネ サ ンス,マ ニエ リス ム

.1

.2

.3

.5

.6

〃

〃

/!

〃

〃

の彫刻

の絵画.素 描

の版画

の工芸

の建築

24西 洋 の17一18世 紀:バ ロ ック,ロ コ コ  *シ ノ ワズ リ→20.09

.1

.2

.3

.5

.6

〃

〃

〃

〃

〃

の彫刻

の絵画.素 描

の版画

の工芸

の建築

25西 洋 の19世 紀   *オ リエ ンタ リズ ム,

 .01 新 古典 主 義,ロ マ ン主 義

 .03 写 実 主義,自 然 主義,バ ル ビ ゾ ン派

 .04 印 象 主義

ジ ャポ ニ ス ム→20.09
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.05

.07

.09

.1

.2

.3

.4

.5

.6

ポス ト印象 主 義,新 印 象 主義,綜 合主 義,ボ ン=タ ヴ ェ ン派

世 紀末,象 徴 主義,ア ー ル ・ヌー ヴ ォー,ナ ビ派,ベ ル ・エ ポ ッ ク

その他

19世紀の彫刻

〃

〃

〃

〃

〃

絵画.素 描

版画.ポ ス ター

写真

工芸

建築

26 西洋の20世 紀

.01

・02

.03

.04

.05

.07

.08

.09

.1

.2

.3

.4

.5

.6

フ ォー ヴ ィス ム

キ ュ ビス ム

ナ イー フ

表 現 主 義

未 来 派,ダ ダ,シ ュ ル レア リス ム

エ コー ル ・ド ・パ リ

抽 象 表現 主 義,コ ブ ラ,ア ンフ ォル メ ル

そ の他

20世 紀 の彫 刻

〃

〃

〃

〃

〃

絵画.素 描

版画.ポ ス ター

写真

工芸

建築

28 西 洋,

.1

.2

.3

.4

.5

.6

 日本以外 の美術史

西洋,日 本以外の彫刻

〃

〃

〃

〃

〃

絵画.素 描

版画.ポ ス ター

写真

工芸

建築

29 日本美術史

.01

.02

.03

.05

.06

.08

.09

.1

.2

.21

.23

原始時代

古代

中世

近世:江 戸時代

近 ・現代:明 治,大 正,昭 和,平 成

古社寺   *こ こには,個 々の古社寺を中心 とした芸術,美 術 を収める

日本各地  *日 本地理区分は しない

日本の彫刻

日本の絵画.素 描

日本画

日本の洋画
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.3

・4

.5

.6

版画.

写真

工芸

建築

ポ ス ター

30作 家

31 外国の作家

      *こ こには,個 人の伝 記,研 究評論,作 品集,

       所蔵 ・出陳 目録を収め る

      *詳 しくは,分 類適用細 目を参照

32 日本の作家

      *こ こには,個 人の伝記,研 究評論,作 品集,

       所蔵 ・出陳目録を収め る

      *詳 しくは,分 類適用細 目を参照

カタログレゾネ,著 作,個 人の作品 を集めた展覧会 カタログ,

カタログレゾネ,著 作,個 人の作品 を集めた展覧会 カタログ,

40作 品 の 主題 ． モ テ ィー フ:イ コ ノ グラ フ ィ ー.イ コノ ロジ 一

41神 話.伝 説.ア レ ゴ リー.シ ンボ リズ ム.幻 想

42 宗 教 芸術.宗 教 美術

 .1 キ リス ト教 芸術

 .2  仏教 芸 術

43 人 物:肖 像,女 性,ヌ ー ド,身 体 の 部位,特 定 の モ デル

44ジ ャ ンル ペ イ ンテ ィ ング.風 俗 画

45動.植 物

46 静 物

47 歴 史.戦 争  *神 話.伝 説 の 中の 戦争 →41

48 地 理.風 景.海 景.建 物

49そ の 他 の主 題

50

51

52

53

54

55

56

58

59

材料．技術．修復.保 存

彫刻

絵画.素 描

版画.ポ スター

写真

工芸

建築

贋造.鑑 定.模 写.複 製

額縁.表 装

60

61

62

63

美 術 市場.展 覧会-サ ロン *展 覧会 カ タ ログ→06.9

万 国博 覧 会

コ レ ク ター・ 美術 商.パ トロ ン

特 殊 コ レク シ ョ ン

    *こ こに は松 方 コ レ クシ ョン,福 島 コ レ ク シ ョ ン,林 コ レ クシ ョン, Hansen Collection等 ブ リヂ ス トン美 術

     館 に 関連 の コ レク シ ョ ンを収 め る

80 美術 と他の主題 との関係
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90 美術以外の主題

91哲 学.宗 教

92歴 史.地 理

 .1  日本の歴史.地 理

93社 会科学

94 自然科学.医 学

95技 術 ・工学.工 業

96産 業

98 言語

99文 学

地理区分表

A 西洋

B

C

D

E

F

G

H

J

K

M

N

フラ ンス

イ ギ リス

ドイ ツ

オ ース トリア

ス イ ス

イ タ リ ア

スペ イ ン.ポ ル トガ ル

オ ラ ン ダ.ベ ルギ ー

ロ シ ア.旧 ソ ヴ ィエ ト連 邦 諸 国

北 欧

東 欧.バ ル カ ン

R ア フ リ カ

S

T

北 ア メ リカ

南 ア メ リカ

Ｕ オセアニア.南 太平洋諸島

V 中東.ア ラブ諸国

W アジア

Y 日本
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